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文 化 祭

皆様、いつもＰＴＡ活動へご理解、ご協力いただき心より感謝申し上げます。
１０月３０日に、２年振りに文化祭を開催することができました。幼児児童生徒のみなさんは、一生懸命準
備や練習をして、喜びや感動、そして達成感を得ることができたと思います。生徒会長の言葉にもありまし
たように、最高の文化祭になったと思います。
そして、ＰＴＡバザーも２年ぶりに開催することができました。新型コロナウイルス感染対策の為、例年

より規模縮小となりましたが、保護者の皆様や教職員の皆様より多くの品物を提供していただいたことに対
し心より感謝申し上げます。
ご協力ありがとうございました。 ＰＴＡ会長 三輪 直明

目まぐるしい世の中に、村の平和を守
る元気いっぱいの小学部低学年が現れ
ました。桃太郎軍団と鬼軍団、審判団
は、良き未来、平和を築くために正々
堂々と戦い、愛情が溢れた村を作りま
した。

たぬきのぽんたが作った自動販売
機にお金の代わりに葉っぱを入れ
ると、ぽんたが欲しいものに変え
てくれるお話でした。みんなのか
わいい踊りやハキハキとした表現
力、演技が光っていました。

幼稚部劇
ぽんたのじどうはんばいき

小学部低学年劇
ももたろう２０２１

小学部高学年劇
ライオンキング劇団岡聾

まるで劇団〇季さながらの迫力
ある演技とダンスを見せてくれ
た小学部高学年。シンバが大切
な仲間と共に、無事にプライド
ランドに平和を取り戻しました。

中学部劇 走れメロス

さすが、中学生！といった一人一
人の力強いセリフ。劇中の手話ダ
ンスで、さらに盛り上げてくれま
した。
企画では、久々のお祭り気分を楽
しませてくれました。

高等部企画

フォトスポットは、月の上に乗ったり
風船を掴んで飛んだりなど、南校舎が
幻想的なスポットになりました。
バカッコイイ動画は普段の何気ない日
常をカッコよく見せていますが、成功
までの努力は凄かったです。
産業実習・作業学習の販売では、生徒
たちが毛糸で作ったタワシやモップを
販売していました。

和太鼓

小学部の元気あふれる太鼓の
リズム。
中学部、高等部の迫力ある太
鼓の音。
力強い太鼓の演奏が体育館
いっぱいに鳴り響きました。

アート部・華道部

部活動で制作した作品を展
示しました。どれも個性的
で素敵な作品でした。



陸上競技部顧問 竹下朋宏

陸上競技部では、日頃から体力の向上や専門種目の自
己ベスト更新を目指して活動しています。短距離、長距
離、跳躍、投てきの中から自分の得意な種目を選び、自
らの限界を超えるべく、種目に合わせたさまざまな練習
メニューに取り組んでいます。また、リレーでは、チー
ムワークを生かし、仲間との絆をバトンにのせ、最後ま
でつながるように練習をしています。

今年度の東海地区聾学校陸上競技大会では、多くの上
位入賞者を出すことができました。この勢いを止めるこ
となく、来年に向けて走り続けます。来年度の目標は、
全国大会上位入賞！！みんなの気持ちを一つにまとめ、
全国大会で活躍することを目指します。

バレーボール部顧問 降簱俊一

本校生徒は、バレーボールが大好きな生徒がと
てもたくさんいます。その気持ちに応えるべく、
バレーボールをより「楽しむ」には何をすべき
か？を、考えられるような指導を心がけています。
「楽しむ」と「ふざける」の違いに気付いた高等
部の生徒たちが素晴らしい雰囲気をつくり出し、
日々の練習に取り組んでくれています。聾学校の
大会で優勝が目標…は、過程です。生涯スポーツ
として楽しめるようになること、バレーボールを
心から楽しめるようになることを最大の目標とし
て、これからも活動していきたいと思います。

バレーボール部

卓球部

卓球部顧問 岩瀬浩伸

現在、中学部・高等部合わせて２４名の部員
で活動しています。「強く、そして礼儀正し
く」を合言葉に日々練習を重ねています。練習
では、同じ練習を何度も繰り返してすることが
多く、忍耐力と集中力が求められます。しかし、
この繰り返しの練習が大切で、試合で勝つこと
の喜びを体験してほしいと思っています。今年
度の東海地区聾学校卓球大会では、男子・女子
とも団体で優勝することができました。聾学校
の大会だけでなく、市民大会や高体連が主催す
る西三河の大会にも参加し、地域の中学校や高
等学校と対戦しています。強さだけでなく、対
戦相手に感謝の気持ちをもって試合に臨み、全
国聾学校卓球大会で優勝することが目標です。
応援よろしくお願いします。

岡崎聾学校にはいくつかの部活動があります。高等部や中学部、小学部高学年の生徒・児童が日々練習に、
活動に励んでいます。どんな部活動があるのか、今回は各部活動について紹介します。

陸上部



茶華道部顧問 藪押奈穂美

高等部３名、中学部８名が所属しており、高等部経験者、
中学部初心者（男子）、中学部初心者（女子）の３つのグ
ループに分かれて活動しています。ご指導をお願いしてい
るのは、茶道裏千家淡交会で活動されている黒田まゆみ先
生です。初めて茶道、華道に触れる生徒にも分かりやすく
丁寧に教えてくださいます。茶道では、堅苦しくなり過ぎ
ずリラックスした雰囲気の中でお菓子をいただいたり、お
点前の基本をしたりしています。華道部では、本格的な生
け花だけではなく、作業が簡単で親しみやすいフラワーア
レンジメントなどにも取り組んで楽しんでいます。茶道部
は例年２月にお茶会を行っています。昨年度は新型コロナ
ウイルス感染予防のため行えませんでしたが、今年度は実
施できたらと思っています。

小学部和太鼓部顧問 松原萌衣

小学部和太鼓部は、小学部４年生から６年生
までの１４人が在籍し、楽しく和太鼓に取り組
んでいます。毎年、文化祭の発表に向けて練習
を続けています。「太鼓ばやし」の練習では、
３人一組になって、友達とリズムを合わせて楽
しく太鼓をたたいたり、友達の動きを見て交代
するタイミングをつかんだりしています。今年
は、太鼓芸能集団「鼓童」の皆さんによる巡回
公演があり、その場で小学部和太鼓部と「鼓
童」の共演が行われました。７月のワーク
ショップでは、「鼓童」の皆さんの迫力に感動
し、和太鼓への情熱が高まりました。「鼓童」
の皆さんのように力強く太鼓をたたけるよう、
これからも練習に励んでいきます。

小学部和太鼓部

茶華道部

中・高和太鼓部顧問 橋本佳世

今年は新入生が多く入部してくれたおかげで、部
員１０名で活動しています。毎年、本校の文化祭や
愛知県高等学校総合文化祭に向けて、日々練習を重
ねています。主に指導してくださる先生は、普段は
東海太鼓センターでプロの演奏家として活躍されて
いる三門先生です。三門先生の迫力ある演奏に負け
ないよう、生徒も三門先生の指導に必死で追いつこ
うとしている姿がとても頼もしいです。数年前、初
めて愛知県高等学校総合文化祭で審査員特別賞を受
賞しました。その後は部員数の減少などにより、賞
から遠ざかっていますが、来年こそ受賞できるよう
日々精進しています。

中学・高等部和太鼓部



今年の地域の清掃活動は新型コロナの影響もあり、例年より少し遅い１１月
１３日の実施となりましたが、快晴の中、気持ちよく作業を進めることができ
ました。

さらに今回は西阿知和町の町内会で声をかけていただき、地域の方にもご参
加いただきました。有意義な活動とすることができましたのも、生徒や保護者
の方、準備や引率等をお手伝いいただいた先生方、「岡ろう」に関わる全ての
方のご協力があってのこと、本当にありがとうございました。

美化活動「掃除して 地域や岡ろう ピカピカに！」

グループ活動「テニス教室」

私たちグループ活動班は竜美丘テニスクラ
ブより２名のコーチをお招きし、テニスス
クールを実施いたしました。コーチの方々の
楽しいトークと指導に笑いしかないスクール
になりました。みなさんが久しぶりに身体を
動かして、笑って走って転んでと、とても楽
しい時間になりました。参加いただいた保護
者の方々ありがとうございました。来年度も
楽しめる企画を計画いたします。是非ご参加
ください。

ＰＴＡ活動

進路探求部

進路探求部顧問 永井直美

進路探求部は、希望進路の実現に向けて活動す
る部活動です。

１・２年生では、進路先調べや検定合格を目指
して自主的に勉強をしています。質問したい教科
があった場合、事前に担当の先生に依頼し、先生
の時間が合えば、この時間を使って教えてもらう
こともできます。３年生では、面接の準備や練習、
試験の勉強をしています。進路決定後は、進路先
まとめや「先輩の話を聞く会」の準備等をしてい
ます。

進路について生徒それぞれが自主的に活動する
とともに、先生が、生徒たちの進路についての悩
みを聞いたりアドバイスをしたりするなど、そっ
と寄り添っている、温かい部活です。

アート部

アート部顧問 大塚晴美

アート部は、週４日の限られた時間の中で生
徒の自主性を尊重しながら和気あいあいとした
雰囲気で活動しています。描いた作品は、文化
祭とハートフルっ子展、高等部は西三河美術展
へ出品しています。各種応募に向けて意欲的に
取り組む部員もいます。また、運動会の応援旗
を約半年かけて全部員で描きます。テーマの構
想を話し合った上で、アイディアスケッチをし、
配置や配色などの全体像を捉えていきます。そ
の後、マス目描きを頼りに、タテ150cm×ヨコ
200㎝の大作に仕上げていきます。今年描いた
「火の鳥と龍の戦い」の応援旗は、たくさんの
方から好評をいただき、部員たちのやる気につ
ながりました。


